
  

図-1 大物搬出入口水密扉 FEM モデル

の水圧に対する弾塑性応答解析の例 

 

図-2 静水圧と漏水量超過確率の関係 
（大物搬出入口、正圧、Q*=5m3/hr） 

津波 PRA に関する技術基盤の構築 
その 5：津波波圧に対する水密扉のフラジリティ評価手法の提案 

（大開口部への適用例） 
Construction of the technical basis for tsunami PRA 
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本シリーズ発表にて提案する実機水密扉水圧試験結果を踏まえた開口部からの漏水量に関するフラジリ

ティ評価方法[1]に従って、大開口部に設置される大物搬出入口水密扉を対象として、波圧に対するフラジ

リティ評価の適用性検討を実施した。また、当該分野での今後の課題を整理した。 
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1. 緒言 

 著者ら[1]の手法を大開口部に設置される大物搬出入口水密扉

（高さ・幅とも約 5.5m）へ適用し、フラジリティ評価を実施し

た。また、波圧に対する水密扉のフラジリティ評価に関する一

連の研究成果[1]及び[2]を取り纏めるとともに、水密扉の津波フラジ

リティ評価に係る今後の課題を整理した。 

2. 大開口部の漏水量フラジリティの評価例 

 扉体の変形を詳細に考慮できる外周壁付きの水密扉モデル

（漏水推定モデル B[1]）を用いて（図-1）、一般開口部水密扉と

同様の方法により、δ－Q 関係を取得した[2]。これを用いて、Q* 

= 5m3//hr を仮定した場合の正圧[2]作用時のフラジリティを評価

した結果、中央値静水圧高さ約 40m、HCLPF 静水圧高さ約 23m

等が得られた（図-2）。手法の詳細は著者ら[2]を参照されたい。 

 以上より、水密扉のフラジリティ評価に関する一連の研究成

果[1]及び[2]も踏まえると、今回対象とした実機水密扉からの漏水量

フラジリティ評価結果が津波リスクに与える影響は小さいと考

えられる。今後、地震動と津波による重畳を考慮した水密扉の

津波フラジリティ評価手法の開発・検討が望まれる。 
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